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参考図１ 山田秀三による書き込みのある地形図（左側の１点）と、この地形図に描かれている忠類（現北海道十勝地方 中川郡
幕別町内）付近の地名調査の記録をまとめたノート（右側の2点） 地形図の書き込みは、旧記などからの転記が青色、現地調査の記録
が赤色と色分けされている。ノートの記述は、地形図に書き込まれた当日のメモ（赤色文字）などが、さらに整理されてまとめられている。
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参考図２ 山田秀三による地名調査の記録をまとめたノートの中の、アイヌ語「コイカ」
「コイポク」が意味する地名に関する考察をしるした箇所（上左端の見開き２ページ）
見開き２ページの左側には自筆の地図４点（①～④）が収められている。①～④は各地の「コイカ」
「コイポク」が付く川名などが書かれている。右側のメモはそれらに関する山田秀三による比較検討
と考察がわかりやすい箇条書きで記述されている。
この見開き２ページの中で、アイヌ語地名における重要な論点の一つについて、具体的な資料や素
材と、それらをもとにした検討とがまとめられている。
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